
下肢動脈疾患・末梢血管専門外来のご案内 

歩くと足が痛む、足が冷たい――その症状は、足の血流低下が

原因かもしれません 

東京蒲田病院では、下肢の動脈疾患に対する専門的な診療を行っています。 

動脈硬化によって足の動脈が狭くなったり、詰まったりする病気を「末梢動脈疾患

（PAD）」または「下肢閉塞性動脈疾患（LEAD）」と呼びます。 

初期には足の冷感やしびれなどがみられ、病気が進行すると、歩行時にふくらはぎや

太ももが痛くなり、しばらく休むと再び歩けるようになる「間欠性跛行（かんけつせいは

こう）」が生じます。さらに重症化すると、安静にしていても足が痛むようになることが

あります。 

こうした症状は、加齢や腰・関節の病気によるものと思われ、血管の病気が見逃され

ていることも少なくありません。 

このような症状がある方はご相談ください 

• 歩くと、ふくらはぎや太もも、臀部が痛くなり、休むと改善する 

• 以前と比べて歩ける距離が短くなった 

• 左右の足で温度や色が異なる 

• 足先が冷たい、しびれる 

• 安静にしていても足や足趾が痛む 

• 他院で下肢動脈の狭窄や閉塞を指摘された 

• 下肢のカテーテル治療が必要といわれた 



 

特に、糖尿病、慢性腎臓病、透析治療中、喫煙歴、高血圧、脂質異常症、狭心症・心

筋梗塞、脳梗塞などがある方は、下肢動脈疾患を発症する可能性が高くなります。 

 

当外来の診療内容 

診察と下肢の血流評価を行い、必要に応じて超音波検査や CT、MRIなどの画像検

査を組み合わせ、動脈の狭窄・閉塞の有無、病変の部位および重症度を評価しま

す。 



 

検査結果に加え、患者さんの年齢、症状、歩行能力、生活環境、心臓や腎臓の状

態、糖尿病などの併存疾患を総合的に検討し、それぞれの患者さんに適した治療方

針をご提案します。 

治療には、生活習慣の改善、禁煙、薬物療法、運動療法などの内科的治療と、カテ

ーテルを用いて血流を改善させる血管内治療があります。 

血管内治療（EVT）について 



 

血管内治療（Endovascular Treatment：EVT）は、腕や足などから細いカテーテルを血

管内に挿入し、狭くなった部分や閉塞した部分をバルーンで拡張したり、ステントを留

置することで血流を改善させる治療です。 

外科手術と比較して身体への負担が少ないことが特徴で、高齢の方や心臓病、腎臓

病、透析治療中など、複数の併存疾患がある方にも検討できる治療法です。 

通常の血管内治療では、血管の状態を確認するためにヨード造影剤を使用します。

一方、ヨード造影剤に対するアレルギーがある患者さんや、腎機能が低下しており造

影剤の使用によってさらに腎機能が悪化する可能性がある患者さんについては、通

常の造影剤の使用をできる限り避け、二酸化炭素を用いた炭酸ガス造影による治療

を検討します。患者さんの状態や治療する血管の部位によっては、ヨード造影剤を少

量併用する場合もありますが、腎臓への負担をできる限り軽減できるよう治療方法を

工夫します。 



 

当外来では、末梢血管治療を専門とする循環器内科医が診療を担当し、これまでの

治療経験を生かして、病変の状態と患者さんのご希望に合わせた治療を行います。 

すべての患者さんにカテーテル治療が必要となるわけではありません。症状が軽い

場合には、薬物療法や運動療法を中心に経過をみることもあります。治療の必要性、

期待される効果および治療に伴うリスクについて十分にご説明し、ご相談のうえで方

針を決定します。 

足に潰瘍や壊疽などの創傷がある患者さんについて 

足趾や踵などに皮膚潰瘍、壊疽、治りにくい傷などがある場合には、血流の改善だけ

でなく、形成外科医による創傷処置、感染管理、適切な切除術などを組み合わせた

専門的な治療が必要です。 

東京蒲田病院では、形成外科医による専門的な創傷治療体制を備えていないため、

潰瘍や壊疽などの創傷を伴う患者さんについては、原則として形成外科を有する大

崎病院 東京ハートセンターへご紹介します。 

患者さんの病状に応じて適切な医療機関と連携し、必要な治療を受けていただける

よう対応します。 

担当医 

循環器内科 髙木 友誠 



末梢動脈疾患、慢性下肢虚血および下肢血管内治療を専門としています。 

「年齢のせい」「腰や膝のせい」と思われている足の症状の中に、治療可能な血流障

害が隠れていることがあります。歩行時の足の痛み、冷感、しびれなどでお困りの方

は、お気軽にご相談ください。 

 


